
令和６年３月６日
島根県 地域振興部 交通対策課

ベトナムとの国際定期便就航に
向けた取組について



本日ご説明する内容

1

１．これまでの経緯について

２．ベトナムと島根県との関係について

３．チャーターや定期便就航に向けた取組について



１．経緯：ベトナム関係者によるFAMツアーの実施（7/21～23）

 令和５年７月、島根県と出雲市で連携し、インバウンド推進の取組の一環として、ベトナム航空、
駐日ベトナム大使館、関係旅行会社などを招請した県内視察ツアー（FAMツアー）を実施。

 食文化、神社仏閣、景観等について高い評価を受けた。

【視察箇所】
出雲大社、松江城、足立美術館
日御碕灯台、稲佐の浜、須佐神社、清水寺
島根ワイナリー、ガーブクリフテラス出雲 など

【意見交換会の実施】
出雲市：飯塚市長、観光交流部長
島根県：交通対策課長、観光振興課長
ベトナム航空：ゴー・シー・アイン総支配人、森田セールスマネージャー
ベトナム大使館：ヴ・ニャット・ハ投資部長
MSツーリスト：溝畠執行役員 ほか

【日程】令和５年７月21日（金）～23日（日）
【参加者】ベトナム航空日本支社総支配人、駐日ベトナム大使館部長

株式会社MSツーリスト執行役員 ほか
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１．経緯：ベトナム航空との覚書及びエムエスツーリストとの協定の締結

 FAMツアーでの評価を踏まえ、ベトナム航空、駐日ベトナム大使館、関係旅行会社に対する働きか
けや協議を重ねた結果、島根県とベトナム航空との間で、定期便就航の実現に向けて、連携・協力
して取組を進めるとの方向性で一致。

 令和５年が日越外交樹立50周年という節目の年に当たることを背景として、国際定期便の就航に向
けて、相互に緊密に連携を進めていく旨の「島根県とベトナム航空との連携と協力に関する覚書」
をベトナム航空との間で締結（令和５年１２月１３日）。

 併せて、7月のFAMツアーに参加し、ベトナム観光市場に精通し、ベトナム航空によるチャーター実
績を有する旅行会社である「株式会社エムエスツーリスト」との間で連携協定を締結（同日）。

＜ベトナム航空との覚書の概要＞
●目的
島根県とベトナム航空が、相互に連携・協力して、国際定期便の
就航実現を図る
●連携事項
・相互の観光誘客プロモーションの実施
・観光客の受入環境整備等
・シーズンチャーター及びプログラムチャーターの実施

令和５年１２月１３日、島根県において、覚書及び協定の
締結式を開催
※ベトナム航空日本支社 ゴー・シー・アイン 総支配人、
株式会社エムエスツーリスト 和田幸治 部長代理が出席

＜株式会社エムエスツーリストとの協定の概要＞
●目的
島根県とエムエスツーリストが、相互に連携・協力して、島根県と
ベトナムとの間における観光分野における交流促進を図る

●連携事項
・相互の観光誘客プロモーションの実施
・ベトナムにおける島根県の認知度向上
・チャーター及びチャーターを利用したツアーの企画

＜参考＞ベトナム航空が日本の自治体と覚書等を締結するのは島根県が２例目（鹿児島県が令和５年11月に協定を締結） 3



１．経緯：ベトナム政府との関係性強化（日越経済フォーラムへの出席等）

 令和５年１２月１６日に開催された「日越経済フォーラム」（ベトナム計画投資省、ジェトロ、駐
日ベトナム社会主義共和国大使館による共催）において、島根県とベトナム航空との覚書は「日越
投資案件」として選定された。

 ベトナム社会主義共和国のファム・ミン・チン首相による立会の下、丸山知事がベトナム航空
（チー・フォン・クァン副社長）と共に登壇し、覚書をフォーラム参加者に対し披露。

 令和６年１月１７日には、丸山知事が駐日ベトナム大使館を訪問し、ファム・クアン・ヒエウ大使
と面会。ベトナム政府との関係性を強化。

令和５年１２月１６日、日越経済フォーラム（会場：ホテルニューオータニ）
において、ファム・ミン・チン首相による立会の下、ベトナム航空との覚書を
「日越投資案件」として披露

令和６年１月１７日、駐日ベトナム大使館を訪問し、
ファム・クアン・ヒエウ大使と面会。
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本日ご説明する内容

5

１．これまでの経緯について

２．ベトナムと島根県との関係について

３．チャーターや定期便就航に向けた取組について
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２．ベトナムと島根県との関係：ベトナムのポテンシャル

国 2022年実績 2023年（9月予想） 

ベトナム  8.0％（第２位） 5.8％（第１位） 

フィリピン 7.6％（第３位） 5.7％（第２位） 

カンボジア 5.2％（第５位） 5.3％（第３位） 

インドネシア 5.3％（第４位） 5.0％（第４位） 

マレーシア 8.7％（第１位） 4.5％（第５位） 

 

 ベトナムは、東南アジアでも上位の経済成長が見込まれている。
 2023年1-12月の訪日者数は、573,771人（2019年比；115.9％）とコロナ前を
大きく超えており（過去最多を記録）、引き続き訪日観光客の伸びに期待できる。

出典：アジア開発銀行「アジア経済見通し」◆経済成長率（実質）の比較

◆2023年1-12月 訪日外客数（JNTO推計値）

 

国 2023年 総数に占める割合  2019年同期間 2019 年同期間比 

総数 25,066,100人 -  31,882,049人 -21.4%            

ベトナム 573,771人 2.3%（第 10 位）  495,051人 15.9%（第 5 位） 

韓国 6,958,500人 27.8%（第 1位）  5,584,597人 24.6%（第 ２位） 

台湾 4,202,400人 16.8%（第 2位）  4,890,602人 -14.1%（第 16位） 

中国 2,425,000人 9.7%（第 3位）  9,594,394人 -74.7%（第 23位） 

香港 2,114,400人 8.4%（第 4位）  2,290,792人 -7.7%（第 14位） 

米国 2,045,900人 8.2%（第 5位）  1,723,861人 18.7%（第 ４位） 



国籍 ブラジル ベトナム フィリピン 中国 韓国 その他 全国籍計

人数（人） 3,114 1,668 1,074 1,072 522 2,135 9,585

構成比（％） (32.5) (17.4) (11.2) (11.2) (5.4) (22.3) (100)

２．ベトナムと島根県との関係：ベトナムの方々の活躍
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 県内にお住いの外国籍の方で２番目に多いのがベトナム国籍の方
 製造業を中心に、幅広い分野で活躍されている状況
 令和５年１０月には、ベトナム人の労働者数が、ブラジル人を抜いて、県内最多に

１．島根県内におけるベトナム国籍者の人口

２．国籍別 外国人労働者数
※島根労働局調べ（令和５年10月末時点）

３．産業別 ベトナム人労働者数

国籍 ベトナム ブラジル フィリピン 中国 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ その他 全国籍計

人数（人） 1,307 1,141 567 545 366 1,052 4,978

構成比（％） (26.3) (22.9) (11.4) (10.9) (7.4) (21.1) (100)

産業 製造業 卸売業、小売業 建設業
宿泊業、飲食
サービス業 医療、福祉 その他 全産業計

人数（人） 761 150 144 66 63 123 1,307

構成比（％） (58.2) (11.5) (11.0) (5.1) (4.8) (9.4) (100)

※島根労働局調べ（令和５年10月末時点）

※上表２、３の労働者数は、県内事業主からハローワークへ届出のあった人数を集計したもので、実際の外国人就労者数とは必ずしも一致しない

※県文化国際課調べ（令和６年１月１日時点）



２．ベトナムと島根県との関係：島根県のポテンシャル①
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 県内視察ツアーでは、和牛など島根の食、神社や景観、ホスピタリティなどにつ
いて高い評価を受けた。

 ベトナムでは「和牛」が人気。
和牛の鉄板焼きやステーキが喜ばれる傾向。

⇒ 「しまね和牛」販路拡大の絶好の機会

 「雪」もベトナム人に人気のコンテンツ。

⇒ 北海道や東北まで行かなくても、
ベトナムにより近い
（＝所要時間が短い）
島根でスノーアクティビティ
などが楽しめる

 「花」も人気のコンテンツ。

⇒ 「牡丹（県の花）」や「桜」は楽しんでいただける強力なコンテンツ

 「こたつ船」で松江城堀川めぐり 琴引フォレストパークスキー場

（出雲縁結び空港から１時間弱）



２．ベトナムと島根県との関係：島根県のポテンシャル②

9

 ベトナムは、地理上、夕日が陸に沈む

⇒ 宍道湖岸や海岸から望む夕日（日本遺産「日が
沈む聖地出雲」等）は、ベトナムの方々に
アピールできる

 他にも、島根県は、美肌に効果のある温泉や豊かな自然、文化遺産、レトロで沿線の
景色に映える一畑電車など、ベトナムの方々に楽しんでいただけるコンテンツがある
と考える。エムエスツーリストなど関係する旅行会社などにベトナムの方々の嗜好を
伺い、リサーチを進めつつ、島根の魅力をアピールしていく。



令和６年３月３１日から、フジドリームエアラインズ（FDA）による中部国際空港
（セントレア）線が新規就航。

中部国際空港からは、ベトナム航空によるハノイ及びホーチミンへの定期便が就航
している。

中部国際空港に加えて、ベトナム航空は羽田、関空、福岡にも就航中。

中部国際空港線

便名 出発 到着

FDA 915 13:25 14:30

便名 出発 到着

FDA 916 16:30 17:35

ベトナム航空における日本への定期路線（２０２４夏ダイヤ）

ハノイ－羽田、成田、中部、関空、福岡

ダナン－成田

ホーチミン－成田、中部、関空、福岡

２．ベトナムと島根県との関係：FDA出雲＝中部線の新規就航

（参考）ベトナム－中部線 2024夏ダイヤ

【ハノイ⇔中部】 毎日運航

ハ ノ イ ０：１５発 中 部 ６：５５着

中 部 ９：３０発 ハ ノ イ １２：４５着

【ホーチミン⇔中部】 週５日運航（月・水・木・土・日）

ホーチミン ０：０５発 中 部 ７：３０着

中 部 ９：００発 ホーチミン １２：４５着
※コードシェア便除く
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本日ご説明する内容
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１．これまでの経緯について

２．ベトナムと島根県との関係について

３．チャーターや定期便就航に向けた取組について
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 シーズンチャーター及びプログラムチャーターにより実績を着実に積み重ねていく
ことが重要であり、島根県及びベトナムにおいて、相互に強力なプロモーションを
展開するほか、島根県側での受入環境整備やアウトバウンド促進の取組などを進め
る。

 定期便就航に向けて、ビジネス等による往来の需要の確立も不可欠。観光のみなら
ず、産業や人材など幅広い分野において、島根県とベトナムとの交流の活発化や関
係性の深化を図る。

◆島根県におけるパスポート取得率

順位 都道府県名 取得率%

1位 東京都 27.8

2位 神奈川県 22.9

3位 大阪府 19.8

4位 京都府 19.5

5位 千葉県 19.3

6位 愛知県 19.1

7位 兵庫県 19.0

8位 奈良県 18.4

9位 滋賀県 17.6

10位 埼玉県 16.9

＜取得率上位10県＞

順位 都道府県名 取得率%

38位 新潟県 9.4

39位 福島県 9.3

40位 高知県 8.8

41位 宮崎県 8.5

42位 山形県 8.3

43位 鹿児島県 8.2

44位 島根県 7.5

45位 岩手県 7.0

46位 青森県 6.3

47位 秋田県 6.2

＜下位10県＞

全国４４位 ７．５％
（全国平均 １６．７％）
（鳥取県 全国３７位 ９．５％）

※交通対策課調べ
【出典】
・令和４年旅券統計（外務省）
・人口推計（令和４年１０月１日、総務省）

３．チャーターや定期便就航に向けて：課題と対応方針



３．チャーターや定期便就航に向けて：認知度向上や機運醸成の取組

13

令和６年３月６日 ベトナム・デスティネーションセミナー＠出雲

３月下旬 ベトナム現地旅行会社に対する島根県のプロモーション（調整中）

４月以降 ベトナムの旅行会社等を招請したＦＡＭツアー等の実施（予定）
等

 初便チャーターの実施に向け、
・ベトナムと島根県のそれぞれの認知度向上
・県内の機運醸成
を図るための取組を実施

時 間：１３：３０～
会 場：ビッグハート出雲（出雲市駅南町1-5）
内 容：
・ベトナム航空からのプレゼンテーション（ベトナム概況 等）
・日本政府観光局（JNTO）ハノイ事務所からの講演
（ベトナム訪日観光市場について）

・チャーター初便の内容紹介、チャーターに向けた県の取組 など
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３．チャーターや定期便就航に向けて：県の各種広報による周知

県公式LINE（２月２１日） 県政情報TV番組（２月２３日）

県政情報ラジオ（２月２９日）新聞広告（２月２９日）

出雲とベトナムを結ぶチャーター便が５月に運航♪

お問合せは一畑トラベルサービスまで！
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 ５月のチャーターにあわせて、ベトナム現地の関係機関への訪問・面会や商談会
の開催を予定（調整中）

※観光関係、経済団体関係

３．チャーターや定期便就航に向けて：チャーターを活用した交流活発化

＜訪問・面会や商談会のイメージ＞
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 ５月のチャーター第一弾以降も、ベトナム航空による、複数回のシーズンチャーター
の実施を予定（調整中）

令和６年５月 チャーター第一弾

夏（夏休みシーズン）

秋（紅葉）

冬（冬休みシーズン）

令和７年春（桜）

• 季節毎にチャーターを実施し、年間を通じて
利用実績を積み重ね、連続チャーター・定期
便につなげていく

※具体の時期や回数は、今後、ベトナム航空及びエムエスツーリストと協議の上、決定
（現時点では未定）

• 第二弾以降も、チャーターにあわせて、
各分野の商談会や交流会などを設定予定

３．チャーターや定期便就航に向けて：今後のチャータースケジュール
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 観光のみならず、産業や人材など幅広い分野において、島根県とベトナムとの交
流の活発化や関係性の深化を図るため、庁内の関係部局が参画する「県内航空路
線利活用連絡会議」を開催

 関係部局が連携して、ベトナムとの国際定期便就航に向けた取組を推進

●会議名：県内航空路線利活用連絡会議
●構成員：下図のとおり
●開催実績：令和６年２月１３日 キックオフ（情報共有及び各部局への協力依頼）

会長 地域振興部長

副会長

地域振興部次長

地域振興部次長（交通）

地域振興部次長（萩・石見空港）

委員

政策企画監

総務課長

消防総務課長

地域政策課長

環境生活総務課長

健康福祉総務課長

農林水産総務課長

商工政策課長

土木総務課長

出納局会計課長

企業局総務課長

委員

病院局県立病院課長

教育庁総務課長

広聴広報課長

交通対策課長

観光振興課長

観光振興課国際観光推進室長

しまねブランド推進課長

しまねブランド推進課海外展開支援室長

企業立地課長

雇用政策課長

港湾空港課長

交通対策課萩・石見空港利用促進対策室長

文化国際課長

文化国際課文化振興室長

３．チャーターや定期便就航に向けて：全庁を挙げた取組体制



さいごに
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海外では「ご縁」という概念が必ずしも一般的ではない中で、
ベトナム語には「ご縁」を意味する「duyên」（発音：ズエン）
という言葉があり、発音もよく似ている。


